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とこる　ふれ奉い館． １．

三寸＝暗・・
１．木残同．

宗長増¢＝秘籔∴’
　　　　もちつき 、６き逢セ牟挙もちサ」ピネプ．

と き

ところ

平成１３年伸市・ 仕）・．

ふれあい鎗　１’ 階・．犬広吋’・

催 し ずいとんサーピフ

※竣工式は、３月２７日午前１１時から実施し冒１ず 。
来利用料金等のお知らせは、全戸にパソフしツト査黎送しまずので、町
早些増而プ芸１１田左点拮出１ 弍苛

一

下暮地 ３月２９日（木）

３月３０目（金）

３月３１目（二１二）

４月１日（日）

４月２圓（月）

４月４日（水）

４月５日（木）

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

民皆様のご利用をお持ちしまず
。



　　西桂町商工会では、地域産業活性化推進事業の一

　環として、小学校の児童３４６名のみなさん１こｒ私の　 ・

　好きな西桂 ・三ツ峠』をテーマ１こ描いていただき、：

　集まった作品の審査会を平成１３年２月１目 、西桂　：

　町商工会館において前田町長を始めとした審査委員　１

１のみなさんにより開催いたしました。　　　　　　　…

　また、参加作品 ・入賞作品の３４６作品は「西橦軒

下ギャラリー」として、町内のお店 ・金融機関やＹ

Ｌ　Ｏ会館など１こ３月２０目まで展示し、三ツ峠グリ

ーンセンターオープン後よりふれあい館にて展示い

たしますので、ご家族お揃いでお出掛けください
。

　ご応募いただき、ありがとうございました
。

審百
ト

（敬称略 ・順不同〕

４年２組 小河原　　愛
６年２組 吉澤美希菜
１年２組 権守賢太

∴狽違会皐濠彰． １年１組 吉澤　　峻
ｌｌｌ１∴１葡本会泉１嚢彰．・ 二１． ２年１組 川村七海

１年１組 田中風花 ４年１組 宮下めぐみ
１年１組 渡邊もえぎ ４年１組 小田切研登
１年２組 飯田奈津貴 ４年１組 渡邊あさぎ
１年２組 大森彩花 ４年２組 三枝未帆
２年１組 小佐野景成 ４年２組 小川貴史
２年１組 奈良　舞 ５年１組 池田　翔
２年２組 勝俣芽衣 ５年１組 小野　隼
２年２組 高尾緕音 ５年１組 武藤杏奈
２年２組 小川愛彩 ５年２組 天野光広
３年１組 加藤　諒 ５年２組 川田愛美
３年１組 安藤優里 ５年２組 川村雪菜
３年１組 田村健太郎 ６年１組 萱沼玲夫
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；
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ｌ

３年２組 池田梨香 ６年１組 鈴木ひろみ
３年２組 小川祐貴 ６年１組 梅原加江
３年２組 米山友梨 ６年２組 相澤　愛

６年２組 小林彩加



国焦・
１・ 町村交遍災審共済．

ｉ

凄れず仁〃
現在お手元にある国民健康保険被保険者証は、平成ｒ３年３月３ｒ日が有効期限とな っており 、４

月１日からは新しい保険証を提示しないと診療が受けられなくなります
。

このため次のとおり手続きを行いますので忘れずに更新してください
。

月　　日 時　　間 場　　　所

３月２８日（水） 午前９時～正午 倉見公民館
３月２８日（水） 午後１時～４時 下暮地公民館
３月２９日（木） 午後１時～４時 上町公民館
３月３０日（金） 午前９時～午後４時 役場１階ロビー（柿園 ・本町）

※屠住している地区毎に更新を行いますので、都合により屠住地区の指定目１ここられない場合は、３月３０目以
　降役場窓ロヘお越しください

回

※平成１２年度国民健康保険税の最終納期は２月末日となっております。まだ完納されていない方は保険証更新
　時までに必ず収めてください。特別の事情無く収められない方は短期被保険者証（有効期限が１～３ヶ月〕を
　交付することになりますので、御承知おきください

目

ろフ伽レまレよラ

この共済ば、県内全町村の住民がわずかな掛金を出し合い、不幸にし

て交通事故１こあわれた方１こ見舞金をお＜る “町村住民のための”相互

扶助制度でず
。

西桂町１ｚ住民登録または外国人登録されている方です。加入者が途中

他市町村へ転出した場合でも、共済期問中は有効でず
。

所定のｒ町村交通災害共済加八申込書」

ｌＺより、地区公民館または役場で行

ないまず 。

（目程は保険証更新と同じでず。）

ｒ人年額５００円です。なお、途中加

八でも掛金は同じでず
。

平成１３年４月１目～

　平成１４年３月３１Ｅｌまで

※途中加入の場合は、加入した翌日から
　平成１４年３月３１日までです

。

■見舞金額雫蓋腸護萎灘鱒１



漸
特
例
誰
滞
鵠
擦

乎
成
胸
年
墨
月
州
育
曇
で
延
長

婆
沿
条
件
変
更
（
新
特
例
）

　
国
土
交
通
省
で
は
、
住
宅
金
融
公

庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
著
し
く
困

難
な
方
に
つ
い
て
、
家
計
の
事
情
等

に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と

っ
て
い
ま
す
。

１
．
返
済
卿
間
の
延
長

●
返
済
期
問
を
最
長
１
０
年
間
延
長
し

　
ま
す
。

　
／
一
、

１　
　
　
　
　
ー

　
ソ
む

　
　
．
、
・
３
．
一

呂
昌
　
竿
サ
屯

昌
昌
昌
昌
夢

の
内
容

●
対
象
者

　
次
の
ｏ
｛
＠
の
す
べ
て
に
該
当
す

　
る
方

○
倒
産
に
よ
る
解
雇
、
リ
ス
ト
ラ
に

　
よ
る
転
職
、
退
職
、
出
向
に
よ
る

　
給
与
・
ボ
ー
ナ
ス
の
減
収
、
超
過

　
勤
務
減
に
よ
る
減
収
な
ど
、
勤
務

　
先
等
の
事
情
に
よ
り
返
済
が
困
難

　
に
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
業
績
不
振

　
に
よ
る
倒
産
・
廃
業
・
受
注
減
や

’１、

、
■

シ
■

二
｝
．

十

畷

、
．
旺律

．
．
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．
．

．
．
瓜
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．

／
．
．
．

　．
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，

　
売
上
減
に
よ
り
返
済
が
困
難
に
な

　
ら
れ
た
自
営
業
の
方

＠
収
入
倍
率
（
年
収
／
年
間
総
返
済

　
額
）
が
４
倍
以
下
、
ま
た
は
収
入

　
月
額
が
世
帯
人
員
×
６
万
４
千
円

　
以
下
の
方

＠
返
済
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
で
、

　
今
後
の
返
済
が
継
続
で
き
る
方

２
．
返
済
期
間
の
延
長
の
対
象

　
と
な
る
方
で
、
失
桑
中
の
方

　
ま
た
は
収
入
が
３
０
％
以
上
漬

　
少
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

　
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
次
の

　
暗
置
を
と
り
ま
す
。

●
元
金
据
置
期
間
の
設
定
＾
最
長
３

　
年
）

　
据
置
期
間
中
は
、
元
金
の
支
払
い

　
が
据
え
置
か
れ
利
息
の
み
の
支
払

　
い
に
な
り
ま
す
。

●
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
下
げ

０
返
済
中
の
金
利
が
５
％
超
の
場
合
、

　
据
置
期
間
中
５
％
に
引
下
げ
ま
す
。
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※
詳
し
く
は
、
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
瞳
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＠
据
置
期
間
を
設
定
さ
れ
る
方
の
う

　
ち
、
返
済
開
始
後
１
０
年
を
経
過
し

　
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
１
０
年

　
ま
で
の
金
利
と
ｕ
年
目
以
降
の
金

　
利
と
の
差
（
１
％
が
限
度
）
を
据

　
置
期
間
中
に
適
用
さ
れ
る
金
利
か

　
ら
引
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

取
扱
期
間

　
平
成
仙
年
３
月
３
１
日
ま
で
返
済
中

の
金
融
機
関
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
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国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
前
納
し
ま

す
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
１
５
万
９
千
６
０
０
円

　
　
＾
１
万
３
千
３
０
０
円
Ｘ
口
ヵ
旦

前
納
す
る
と

　
１
５
万
６
千
７
７
０
円

　
　
＾
２
千
８
３
０
円
割
引
）

　
保
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
一
年
間
分
ま
と
め

て
納
め
る
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と

毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぷ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
有
利
な
保
険
料
の
前
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
前
納
期
限
　
４
月
刀
日
＾
金
）

※
今
年
度
は
４
月
３
０
日
が
休
日
と
な

る
た
め
、
前
納
期
限
が
は
や
ま
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
納
付
方
法
　
役
場
出
納
室
・
指
定

金
融
機
関
で
納
付
書
に
よ
り
納
付
し

て
く
だ
さ
い
．

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係

国
民
年
金
保
険
料
前
納
プ
レ
ゼ
ン

ト
平
成
１
３
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
を
前
納
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
抽

選
で
２
０
５
名
の
方
に
次
の
賞
晶
が

当
た
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ｉ
「
か
す

　
が
い
」
ペ
ア
宿
泊
券
…
５
組

◎
図
書
券
…
１
０
０
枚

◎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
１
Ｏ
Ｏ
枚

▽
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
基
礎
年
金
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
送
り
先

〒
４
０
０
１
８
５
３
１

甲
府
市
丸
の
内
－
丁
目
１
７
－
１
０

東
武
穴
水
ビ
ル
８
Ｆ
　
山
梨
社
会
保

険
事
務
局
「
前
納
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

▽
応
募
期
限

５
月
１
１
日
（
金
）
【
当
日
消
印
有
効
】

▽
発
表

　
当
選
者
は
「
ね
ん
き
ん
山
梨
」
７

月
号
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
前
納
納
付
期
限
は
４
月
刀
日
＾
金
）

ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
１
３
年
度
の
納
付
書
は
４
月
上

旬
発
送
予
定
で
す
。

お
間
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
又
は
山

梨
社
会
保
険
事
務
局

　
８
０
５
５
＾
２
３
１
）
８
７
７
９

本
邦
に
永
住
帰
国
さ
れ
た
中
国
残

留
邦
人
等
（
い
わ
ゆ
る
引
揚
者
、

残
留
孤
児
、
残
留
婦
人
）
の
方
々
へ

　
平
成
８
年
４
月
か
ら
、
永
住
帰
国

さ
れ
た
中
国
残
留
邦
人
等
の
方
々
に

対
し
、
国
民
年
金
の
特
例
措
置
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
中
国
等
の

地
域
に
残
留
し
て
い
た
期
問
の
う

ち
、
昭
和
３
６
年
４
月
以
降
で
２
０
歳
以

上
６
０
歳
未
満
の
期
間
が
、
保
険
料
免

除
期
問
と
さ
れ
、
国
民
年
金
の
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
そ
の

た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
）

　
ま
た
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
年
金

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す
が
、
追

納
は
５
年
問
の
追
納
期
限
内
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
７
年
４
月
－
日
以
前
に
帰
国

さ
れ
た
方
は
、
追
納
期
限
が
平
成
１
３

年
３
月
３
１
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
追

納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
．

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
や
手
続
き
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

ま
た
は
都
道
府
県
の
援
護
担
当
課
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

兜
童
挟
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
親
の
い

な
い
児
童
＾
１
８
歳
未
満
の
誕
生
日
の

属
す
る
年
度
末
ま
で
、
中
度
以
上
の

障
害
を
有
す
る
場
合
は
、
２
０
歳
未
満

児
童
）
養
育
し
て
い
る
母
親
が
公
的

年
金
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

受
給
資
格
者

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
又
は
養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
児

　
童・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
ー
年
以
上
遺
棄

　
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
が
引
続
き
ー
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　
て
い
る
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

・
棄
児

　
但
し
、
母
、
養
育
者
ま
た
は
児
童

が
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除

く
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

や
、
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
措
置

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

す
る
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
あ
る
場
合
を
除
き
、

認
定
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

児
董
手
当
の
手
浅
き
を
す
る
方
へ

　
義
務
教
育
就
学
前
＾
６
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
所
得

が
限
度
額
未
満
の
場
合
は
認
定
請
求

書
（
申
請
）
す
る
と
そ
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
過
去
に
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
る
所
得

や
扶
養
人
数
、
加
入
年
金
が
変
わ
っ

た
場
合
は
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
所
得
に
は
一
定
の
控
除
有
り

●
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
は
、

　
１
人
に
つ
き
６
万
円
を
加
算

●
加
入
年
金
が
変
わ
っ
た
と
き
は
連

　
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

お
間
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

特
別
永
住
者
と
し
て
永
住
し
て
い

る
方
な
ど
で
元
軍
人
軍
属
等
の
皆

．
さ
ま
へ
弔
慰
金
・
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
ま
す

対
象
者

　
昭
和
１
２
年
７
月
７
日
以
後
の
公
務

傷
病
に
よ
り

○
昭
和
１
６
年
１
２
月
８
日
以
降
死
亡
さ

　
れ
た
方
の
遺
族

◎
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方

＠
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
方

　
の
遺
族

支
給
内
容

　
上
記
の
Ｏ
又
は
＠
に
該
当
す
る
方

は
弔
慰
金
２
百
６
０
万
円

　
上
記
の
◎
に
該
当
す
る
方
は
見
舞

金
等
４
百
万
円

謂
求
期
間

　
平
成
Ｂ
年
４
月
－
日
｛
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平
成
１
６
年
３
月
３
１
日

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

生
ご
み
処
理
欄
器
の
鷹
入
補
助

　
生
ご
み
処
理
容
器
＾
ぼ
か
し
容

器
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
〕
及
び
電
動
生

ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
を
行
い
ま

す
。Ｑ
対
象
者

　
＾
西
桂
町
に
居
住
す
る
町
民
）

　
　
当
該
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

　
　
当
該
町
税
の
非
課
税
者

＠
補
助
内
容

　
生
ご
み
処
理
容
器
＾
ぼ
か
し
）

　
　
限
度
額
－
千
円

　
生
ご
み
処
理
容
器
＾
コ
ン
ポ
ス
タ

　
ー
）

　
　
購
入
価
格
（
税
別
）
の
ー
／
２

　
　
千
円
未
満
切
捨

　
　
限
度
額
５
千
円

　
電
動
生
ご
み
処
理
機

　
　
購
入
価
格
（
税
別
）
の
ー
／
２

　
　
限
度
額
２
万
円

＠
手
続
き

　
１
世
帯
に
つ
き
１
基

　
購
入
す
る
際
に
申
請
書
が
必
要
で

す
。
申
請
書
は
役
場
窓
□
で
受
付
し

ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
環
境
係

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行

　
４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
４
品
目
は
、
西

桂
町
で
は
収
集
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
．

　
買
替
え
な
ど
で
不
用
と
な
っ
た
製

品
の
処
理
を
、
販
売
店
（
購
入
し
た

店
）
に
依
頼
し
ま
す
。
不
用
と
な
っ

た
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
と
運
搬

費
用
は
、
消
費
者
の
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
費
用
を
販
売
店
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
の
負
担
分

　
テ
レ
ビ
　
　
２
千
７
０
０
円

　
冷
蔵
庫
　
　
４
千
６
０
０
円

　
洗
濯
機
　
　
２
千
４
０
０
円

　
エ
ア
コ
ン
　
３
千
５
０
０
円

　
　
　
　
　
十
消
費
税
十
運
搬
費
用

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
環
境
係

固
大
・
処
理
困
竈
ゴ
ミ
収
集

　
粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま

す
。目
時
３
月
１
８
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
１
２
時

　
　
　
　
午
後
－
時
か
ら
３
時

場
所
下
暮
地
尾
尻
町
有
地

注
意
箏
項

　
洗
濯
機
な
ど
モ
ー
タ
ー
の
付
い
て

い
る
も
の
は
外
し
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
．

　
タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ト
な
ど
は
分
解
し

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
．

　
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ｉ
ペ
ッ

ト
な
ど
は
６
等
分
に
し
て
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
業
務
用
冷
蔵
庫
・
コ
ピ
ー
機
・
自

動
販
売
機
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん

の
で
購
入
先
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
搬
入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　
処
理
困
難
ゴ
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
金
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
搬
入
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
配

付
し
ま
し
た
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
．

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
環
境
係

平
成
１
３
年
度

学
童
ク
ラ
ブ
児
董
募
集

　
児
童
館
で
は
、
昼
問
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
を
対
象
に
、
放
課
後
対
策

と
し
て
、
小
学
校
低
学
年
児
童
の
受

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
．
家
庭
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
の
健
全

育
成
及
び
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
串
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
児
童

　
西
桂
在
住
の
小
学
校
－
年
生
｛
３

年
生
＾
昼
問
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
児
童
）

開
設
目
・
時
間

　
月
曜
日
；
金
曜
日

　
　
午
後
－
時
；
６
時

　
土
曜
日

　
　
午
前
９
時
；
午
後
５
時

場
　
所
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階
児
童
館

保
護
者
負
担
金

　
お
や
つ
代
　
１
ヶ
月
２
千
円

申
し
込
み
方
法

　
児
童
館
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
が
直
接
用

紙
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
登
録
し
て
い
る
児
童
の
場
合

は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
変

更
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ

い
。ひ

よ
こ
学
級

　
３
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。目
時
３
月
１
３
日
＾
火
）

　
　
　
　
午
前
１
０
時
…
１
２
時

内
　
容
　
宮
沢
由
佳
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
子
育
て
に
つ
い
て

の
悩
み
な
ど
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
電
話
又
は
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
＾
児
童
館
・
川
村
）

＾
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ｉ
・

遠
山
）

母
親
ク
ラ
ブ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
家
庭
に
眠
る

遊
休
品
を
持
ち
よ
り
、
フ
リ
ｉ
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
．
子
ど
も
の

衣
類
か
ら
布
団
乾
燥
機
ま
で
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
よ

り
下
さ
い
。

目
時
３
月
１
７
日
＾
土
）

　
　
　
　
午
前
Ｈ
時
；
午
後
２
時

場
所
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
駐
車
場

三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
］
グ

２
０
０
１
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
フ
ッ
ト
サ
ル
の
普
及
と
フ
ッ
ト
サ

ル
場
の
有
効
活
用
を
目
的
に
初
年
度

の
リ
ー
グ
は
１
４
チ
ー
ム
が
合
計
９
１
試

合
の
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
．

　
来
シ
ー
ズ
ン
（
４
月
｛
１
１
月
）
は

さ
ら
に
パ
ワ
ｉ
ア
ッ
プ
し
た
リ
ー
グ

を
目
指
し
「
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
リ

ー
グ
２
０
０
１
」
の
参
加
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。

お
間
い
合
わ
せ
先

　
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
事
務

局
　
西
桂
町
教
育
委
員
会
／
相
沢



西一圭固Ｉ役坦５０２５＿２１２１ 教育委■会　（ＹＬｄ会鵤プ６童５幸納＝ゴ∴１

　
今
回
は
、
「
今
が
一
番
幸
せ
で
す
」

と
言
う
上
町
の
小
林
さ
た
ゑ
さ
ん

売
歳
）
で
す
。

　
踊
り
が
趣
味
の
小
林
さ
ん
は
、
若

い
頃
生
活
の
為
、
寝
る
間
も
惜
し
み

夢
中
に
な
っ
て
機
を
織
っ
て
き
ま
し

た
．
お
嫁
さ
ん
が
家
に
き
て
、
歌
も

歌
え
な
い
し
、
踊
り
で
も
し
て
み
よ

う
か
と
思
い
、
５
５
歳
の
と
き
か
ら
始

め
ま
し
た
。
「
今
楽
し
く
て
、
お
金

で
は
買
え
な
い
物
」
と
踊
り
を
続
け

て
き
て
よ
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
踊

り
の
お
友
達
と
の
会
話
、
食
事
の
こ

と
な
ど
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
寝
汝

が
ら
も
音
楽
を
聴
き
、
習
っ
て
き
た

事
を
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
踊
れ
る
か

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
健
康
は
、

幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
会
話
の

中
に
は
、
お
嫁
さ
ん
の
し
ず
か
さ
ん

へ
の
感
謝
の
話
が
い
つ
も
出
て
来
る

小
林
さ
ん
で
す
。

　
「
健
康
日
本
２
１
」
っ
て
ご
存
じ
で

す
か
？
　
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
健
康
で
い

ら
れ
る
時
間
＾
健
康
寿
命
）
を
よ
り

長
く
す
る
た
め
の
、
国
が
提
唱
す
る
、

「
２
１
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く

り
運
動
」
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
国
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
に
つ
い
て
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。口

正
伽
■
を
繕
拮
し
よ
う

　
適
正
体
重
一
身
長
＾
ｍ
）
×
身
長

（
ｍ
）
×
”
（
Ｂ
Ｍ
１
２
２
の
と
き
）

が
最
も
病
気
に
な
り
に
く
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
生
活
習
憤
病
を
引
き
起
こ
す
要
因

の
肥
満
。
成
人
男
性
を
中
心
に
増
え

て
い
る
肥
満
は
、
外
見
上
の
デ
メ
リ

ッ
ト
だ
け
で
な
く
万
病
の
元
に
な
る

危
険
な
状
態
で
す
。

　
逆
に
若
い
女
惟
は
や
せ
す
ぎ
の
傾

向
が
目
立
ち
ま
す
。
過
激
な
ダ
イ
エ

ッ
ト
で
の
や
せ
す
ぎ
は
、
病
気
に
掛

り
や
す
く
な
っ
た
り
骨
粗
霧
症
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

肥
竈
を
さ
け
る
目
常
生
漕
．

あ
な
雇
宅
挑
饒

食
事・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
腹
８

　
分
目
に
。

・
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
．

・
脂
肪
や
塩
分
は
控
え
め
に
。
食
物

　
繊
維
は
十
分
に
。

・
早
食
い
は
禁
物
。
よ
く
か
ん
で
ゆ

　
つ
く
り
食
べ
る
。

・
間
食
を
避
け
て
、
夜
９
時
過
ぎ
の

　
夜
食
も
禁
物
。

・
食
事
日
記
と
体
重
記
録
で
自
分
の

　
食
生
活
を
知
る
。

運
動・
体
は
こ
ま
め
に
動
か
し
て
ダ
ラ
ダ

　
ラ
生
活
は
や
め
る
。

・
今
よ
り
１
０
分
多
く
歩
く
こ
と
を
目

　
標
に
。

・
１
回
３
０
分
以
上
の
運
動
を
週
２
回

　
続
け
て
み
る
。

いきいき簑康福祉センター

いきいき篶康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき慢康福祉センター

午前１０時～１２時

午前９時～１２時

午前９時～１２時

受付午後１時１５分～１時３０分

午前９時～１２時

いきいき便康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

受付午後１時１５分～１時３０分

午前９時～１２時

受付午後１時１５分～１時３０分

乳木曝旦午８１』中

　
ｏ

．
．
．
．
ｏ
工
．

午
す

毎
を
で
操』

．

鏡
的

健康相談

母 子

ツ反 ・Ｂ　 Ｃ　Ｇ接種

継
主
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活
聰
窒
目

あ
じ
さ
い
の
会

《
小
学
校
－
年
生
と
交
流
呼

　
２
月
８
日
（
木
）
、
西
桂
小
学
校

－
年
生
と
昔
の
遊
び
を
と
お
し
て
交

流
を
図
り
ま
し
た
．

　
生
活
科
の
授
業
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
が
、
会
員
さ
ん
の
説
明
に

一
生
懸
命
耳
を
傾
け
る
児
童
も
、
説

明
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
も
大
変
楽
し

温
か
い
冒
日
を

あ
り
が
と
一
？
』
ざ
い
窒
可

そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

《
ぞ
う
き
ん
作
り
串

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル
を
あ
じ
さ

い
の
会
の
皆
さ
ん
に
ぞ
う
き
ん
に
仕

上
げ
て
も
ら
い
、
次
の
と
お
り
公
共

施
設
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

西
桂
小
学
校
／
５
０
枚

西
桂
中
学
校
／
５
０
枚

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
／
５
０
枚

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
５
０
枚

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
几
ー
ブ

３
目
の
活
０
子
定

西
桂
Ｊ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
ム
衷
疋
例
会

１
２
日
（
月
）

あ
じ
さ
い
の
会

７
日
・
２
８
日
（
水
）

歌
お
う
山
吹
の
会

５
日
・
１
２
日
・
１
９
日
・
％
日
（
月
）

西
桂
吟
詠
会

６
日
・
１
３
日
・
刀
日
＾
火
）

手
語
サ
ー
ク
ル
芙
水
会

７
日
・
１
４
日
・
２
１
日
・
鵬
日
（
水
）

西
桂
町
食
生
活
改
書
推
進
旦
会

　
３
月
６
日
（
火
）
の
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
会
食
サ
ｉ
ビ
ス
の
当
番
地
区

は
本
町
で
す
。

交
通
安
全
協
会
西
桂
支
部

交
通
安
全
協
会
西
桂
支
部
よ
り
西

桂
小
学
校
に
「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
パ
ｉ

全
生
徒
分
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

西
桂
町
蜴
人
会

　
町
内
－
円
募
金
の
浄
財
の
一
部
か

ら
児
童
館
と
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
児
童
図
書
及
び
幼
児
図
書

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
心
曲
豆
か
な

子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
と
と
も
に
、
幼
児
（
１
；
３

歳
）
対
象
の
絵
本
か
ら
、
小
学
生
対

象
の
本
ま
で
、
幅
広
い
分
野
の
本
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
方
の
暖
か
い
お
気
持
ち
を
、

子
供
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
御
協
力
頂
い
た
会
員
の

皆
様
、
ま
た
町
民
の
皆
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一、．

１、謝鵠．．．．．． ．物取帽付余

小川　富江さん ブルタブ

渡辺満寿代さん 衣　類

渡辺美讐乃さん ２，ＯＯＯ円

ツ　ル　タさん 古切手

槙田商店さん タオル１００枚

渡辺さと江さん タオル５０枚

■
り

▲
。
凹

一
一
，

一
一
■珊山梨県内の最低賃金が下記のとおり改正されました

。

５， １３１円（６４３門）

山梨県電気機械器具製造業最低賃金 ５， ９６６円（７４６門）

６， ０１２円（７５２閂）

甲府市葵咲１－２－１３
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西
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三
　
桂
後
後
月
　
ツ
料
町
１
１
１
１
ヒ
峠
＾
Ｙ
時
時
日
口
活
奏
と
雰
亘
先
嘉
で
会
　
　
　
生
き
も
館
　
　
　
　
健
参
１
　
　
　
康
袈
階
　
　
主
き
和
　
　
１
４
ミ
ま
室
・
　
錫
　
ナ
玄
二
蟹
。
工
、
。
翰
１
　
　
　
　
　
‘
　
、
　
　
瑠
一
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’
　
ｒ
　
　
　
‘
１

圓
三
ツ
峠
活
き
活
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー
一
一

西
桂
町
商
工
会

行
２
５
－
２
０
１
５

請師プロフイール

棲　ヒロ（しめぎ　ひろ〕

樹ヒロ野草研究所代表 ・栄養±
。

　昭和１２年、山梨而に生まれる。昭和３３年、山

梨学院短期犬学食物栄養学科卒業後、慶応義塾

大学学生部厚生課に勤務して、学生の健康管理

にあたる
．

　昭和４１年、家族と山梨に帰郷。目分自身の病

気を野草と目然食で改善し、それをもと１こ野草

を使った健康法 ・美容法 ・食養法をおおぜいの

人１Ｚ普及ずる
。

　現在は田ヒロ野草研究所を主宰し、全国各胞
で講漬１ｚ精励、草の会があちこちで誕生してい
る■

主な著８に『野草に学ぷ健康法』、続『野草１Ｚ学

ぷ健康法』山草の気に癒されて～などがある
。

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止

　
新
入
学
児
童
の
動
き
に
注
意
し
ま

し
よ
う
。

　
気
候
が
良
く
な
る
と
気
持
ち
も
う

き
う
き
し
て
き
ま
す
。

　
特
に
、
新
し
く
入
学
し
て
張
り
切

っ
て
い
る
児
童
や
ク
ラ
ス
が
変
わ
り

友
達
と
は
し
ゃ
い
で
い
る
子
供
た
ち

に
は
、
登
下
校
時
の
道
路
上
も
遊
び

場
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち

に
は
、
車
が
目
に
入
り
ま
せ
ん
。
整

然
と
歩
い
て
い
た
の
に
、
急
に
道
路

の
真
ん
中
に
出
て
き
た
り
、
い
き
な

り
道
路
を
横
断
し
は
じ
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
前
方
に
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
そ
の
動
き
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
め
に
あ
り
ま
す
。
費
用
は
、
一
切

無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
裁
判
所
都
留
支
部
＾
裁
判

所
内
〕
都
留
検
察
審
査
会

　
Ｏ
０
５
５
４
＾
４
３
）
２
１
８
５

山
梨
陸
運
支
局

　
８
０
５
５
（
２
６
１
）

自
動
車
税
事
務
所

　
Ｏ
０
５
５
（
２
６
２
）

　
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
選
挙
違
反

や
社
会
の
耳
目
を
ひ
い
た
事
件
を
、

検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
な
ど
、

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
？

　
検
察
審
査
会
は
、
そ
う
い
う
方
の

０
８
８
１

４
６
６
２

自
助
車
の
登
録
は
正
し
＜

　
自
動
章
税
の
納
税
通
知
書
は
、
毎

年
４
月
－
日
に
陸
違
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
所
有
者
の
往
所
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

自
動
車
の
正
し
い
登
録
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

・
転
勤
や
引
越
な
ど
で
住
所
が
変
わ

っ
た
場
合
に
は
、
戸
籍
や
住
民
票
の

手
続
き
と
と
も
に
陸
運
支
局
で
変
更

登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
売
買
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
自
動
車

の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
に
も
所

有
権
の
移
転
登
録
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続
き
が
行
わ

れ
な
い
と
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
は
、
元
の
所
有
者
に
送
付
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

・
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
お
持
ち
の

方
が
、
住
所
又
は
使
用
の
本
拠
地
を

山
梨
県
に
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の

事
由
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
５
日
以
内
に

山
梨
陸
運
支
局
で
山
梨
ナ
ン
バ
ｉ
に

変
更
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。お
問
い
合
わ
せ
先

○
申
込
受
付
期
間

　
－
月
２
２
日
｛
３
月
２
３
日

◎
申
込
受
付
場
所

　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
い
金
融

機
関
ゆ
貸
付
対
象
者

　
平
成
１
２
年
度
住
宅
金
融
公
塵
の
一

般
住
宅
建
設
資
金
及
び
住
宅
改
良
資

金
を
う
け
て
、
住
宅
を
建
設
・
改
修

す
る
者
ま
た
は
山
梨
県
住
宅
供
給
公

社
で
分
譲
す
る
住

宅
を
購
入
す
る
者

及
び
住
宅
金
融
公

庫
対
象
住
宅
で
あ

る
建
売
住
宅
を
購

入
す
る
者
。

　
た
だ
し
、
改
修

工
事
に
あ
た
っ
て

は
、
工
事
費
が

５
百
万
円
以
上
か

か
る
者
。

＠
貸
付
限
度
額
・

　
貸
付
利
率
・
貸

　
付
期
間



フ．． オ．＝トニュース 蜘
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一
一

　
午
前
中
、
介
護
者
３
名
が
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
の
体
験
発

表
を
行
い
、
そ
の
献
身
的
な
介
護
に

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

楽
し
く
音
楽
に
あ
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ｉ
ク
づ

く
り
に
つ
い
て
、
各
区
長
へ
お
話
し

を
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
、

協
力
員
の
必
要
性
を
検
討
致
し
ま
し

た
。締
ギ
一

　
子
育
て
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
時

期
と
も
言
え
る
２
・
３
歳
児
の
保
護

者
を
対
象
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ち

び
っ
こ
は
う
す
」
主
宰
に
よ
る
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
宮
沢
由
佳
先

生
を
お
迎
え
し
て
先
生
の
実
体
験

（
失
敗
談
な
ど
）
を
中
心
に
欧
米
と

日
本
の
育
児
の
違
い
を
例
に
あ
げ

　
Ｃ
ａ
ｎ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｏ
・
・

　
い
い
か
な
？
　
で
き
る
か
な
？

と
子
ど
も
を
促
し
誉
め
る
こ
と
の
大

切
さ
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
子
ど
も
達
と
一
緒
に
遊

ぶ
取
り
組
み
も
有
り
、
親
子
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

１
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、
豆
ま
き

　
　
１
月
刀
日
、
２
５
日
、
刀
日
と
永
年

に
渡
っ
て
保
育
所
で
取
り
組
ん
で
お

一
瀦
灘

よ
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も

　
一
歩
一
歩
学
ぶ
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な

く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ムｎ

畢
黒

＠
誰芝



平
成
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月
届
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上倉倉

町見見

永渡渡

田蓬蓬

美芳利
津

予江章

治正光親
昭治章族

　　（（　　　上本お大上下上お
く晶町琵町 塁町町

や大原新馬わ天板
み畑ｊ，■田場 芝野麺

禿美雅敏婚優和
直子仁美弘 塑番樹

望壌父

お
め
で
た

轟
圭

男

女

合計

世帯

人口世帯
平成１３年度ｒ月３ｒ日現在

２， ４５了人（十２）

２， ５４９人（△４）

５， ００６人（△２）

「， ４４９世帯（十２）
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金国山火事予防運動
　　　　（卿間 ：３月１日～３月７日）

　林野庁では、毎年、山火事の多いこの時期に、消防

庁と連携して「全国山火事予防違動」を行っていまず
邊

２００１年の統一プローガンはｒ育てたい　山へ

のマナー　火の始末」でず。留意事項は以下の
とおりでず

。

０枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、た

　き火をしないこと
◎たき火の場所牽離れるときは完全に消火すること
＠強風時及び乾燥時には 。…　　　　　　　　　い

１　これらのことを一人一人がきちんと守ることによ
■　り、大切な森林を山火事から守ることができます

。

■

■　これを機に、山火事を防ぐために、みなさんの
■
１　ご協カをお願いいたします

。

，

●　　１　　　●
■　 一＝　■

３月行事予定表 この予定表は、町民の参加を蓼

る行事、町民を対象とずる事業
１：つＬ、て掲載しておりまず

。
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